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1990年代半ばから20年以上続いている出版不況。その終わりは今
なお見えず、負の連鎖は静かに続き、著者、出版社、取次、書店、
読者を取り巻く現実は変化を重ねている。ネット書店や複合型書店
の台頭、電子書籍や「ひとり出版社」の出現など、新しい潮流が生
まれる一方で、雑誌の廃刊休刊や総合取次の倒産などが相次ぎ、戦
後の出版界を支えてきた経済的物流的基盤は崩れつつある。こうし
た現実のなかで人文書に未来はあるのか。零細出版社における経営、
編集、営業の現場から分析し、証言する。 

【小林　浩氏プロフィール】 
1968年生まれ。月曜社取締役。早稲田大学第一文学部を卒業後、
未來社、哲学書房、作品社を経て、2000年12月に月曜社設立に参
画。編集・営業の両面で人文書出版に携わる。特にイタリア現代
思想やデリダ以後の欧米思想の翻訳書を手掛けることが多い。氏
が長らく運営してきた「ウラゲツ☆ブログ」は人文書業界人の必
見のサイトである。http://urag.exblog.jp 
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